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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
転
落
ホ
ー
ム
レ
ス

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
７
６
９
Ｊ

【
作
者
名
】

　
京
本
２
０

【
あ
ら
す
じ
】

　
ホ
ー
ム
レ
ス
に
転
落
す
る
人
の
話



2

ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
っ
て
、
早
３
ヶ
月
・
・
・

ど
う
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

　
　
　
　
全
て
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
シ
ョ
ッ
ク
！
！
世
界
の
金
融
恐
慌
の
せ
い

だ
！
！
！

俺
は
、
こ
の
５
年
の
間
に
、
海
外
の
不
動
産
投
資
で
成
り
上
が
っ
た
。

ド
バ
イ
、
イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
。
。
各
国
の
物
件
を
買
い
あ
さ
り
見
事
に
成
功
・

・
・

資
産
は
１
０
億
ま
で
上
り
詰
め
た
・
・
・

そ
れ
が
不
味
か
っ
た
・
・
・

資
産
は
１
０
億
あ
っ
た
が
、
同
時
に
借
金
が
７
億
あ
っ
た
の
だ
・
・
・

物
件
を
担
保
に
お
金
を
借
り
て
物
件
を
買
う
・
・
・
そ
の
物
件
を
担
保
に
し
て

更
に
物
件
を
買
う

そ
う
や
っ
て
積
み
上
げ
た
１
０
億
の
資
産
だ
っ
た
。

実
質
的
な
、
財
産
は
３
億
程
度
し
か
な
い
。

俺
は
、
不
動
産
価
値
が
下
が
る
な
ん
て
思
い
も
よ
ろ
な
か
っ
か
っ
た
か
ら
、
銀
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行
か
ら
金
を
借
り
ま
く
っ
て
い
た
。

　　
　
　
　
　
負
債
２
億
円
！
！
！

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
バ
ブ
ル
崩
壊
で
、
物
件
の
総
資
産
価
値
が
、

半
値
ま
で
値
下
が
り
し
た
。

　
　
　
　
　
　
赤
字
２
億
円
！
！
！

私
の
全
て
の
財
産
は
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。
。

そ
れ
で
も
金
を
返
す
こ
と
が
出
来
な
い
俺
は
、
住
む
と
こ
ろ
追
わ
れ
た
。

身
包
み
を
剥
が
さ
れ
た
・
・
・

一
気
に
無
一
文
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
ん
な
恥
ず
か
し
い
と
こ
ろ
、
友
達
に
見
ら
れ
た
く
な
い
。
。

絶
頂
期
に
、
は
ぶ
り
よ
く
仲
間
に
お
ご
っ
て
自
慢
し
て
カ
ッ
コ
つ
け
て
い
た
自

分
・
・
・

こ
ん
な
惨
め
な
自
分
は
、
人
に
見
せ
ら
れ
な
い
・
・
・

俺
は
、
あ
て
も
な
く
町
を
さ
迷
い
、
ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
っ
た
・
・

働
く
意
欲
は
起
き
な
か
っ
た
。
。
。
自
分
が
情
け
な
く
て
、
人
前
に
顔
を
晒
す
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こ
と
な
ど
、
で
き
な
か
っ
た
。
。

俺
は
ホ
ー
ム
レ
ス
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ホ
ー
ム
レ
ス
生
活
は
、
つ
ら
い
も
の
だ
っ
た
。

食
べ
物
は
、
残
飯
・
・
・
こ
の
残
飯
に
し
て
も
ホ
ー
ム
レ
ス
同
士
の
縄
張
り
争

い
が
あ
っ
て
、
簡
単
に
あ
り
つ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

寝
る
場
所
は
、
公
園
の
ベ
ン
チ
・
・
・
だ
が
、
こ
の
公
園
の
ベ
ン
チ
も
縄
張
り

争
い
で
、
簡
単
に
取
得
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

場
所
を
他
に
移
せ
ば
良
い
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
、
あ
ま
り
遠
く
で
は
困
る
。

日
雇
い
の
仕
事
を
得
る
場
所
は
、
こ
こ
し
か
な
い
か
ら
だ
・
・
・

こ
の
日
雇
い
に
し
て
も
競
争
率
が
激
し
く
、
４
日
に
１
回
の
重
労
働
を
し
て
日

５
０
０
０
円
と
い
う
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

社
会
の
底
辺
は
、
こ
ん
な
も
の
だ
。
。

だ
が
、
俺
に
は
、
こ
の
底
辺
の
居
心
地
が
良
か
っ
た
。

人
目
を
避
け
ら
れ
れ
ば
、
安
心
で
あ
り
俺
に
と
っ
て
は
楽
だ
っ
た
の
だ
。

・・
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・・冬
が
来
た
・
・
・

キ
ツ
イ
・
・
・

仲
間
内
の
ホ
ー
ム
レ
ス
と
一
緒
に
な
っ
て
、
焚
き
火
で
暖
を
取
る
が
、
そ
れ
で

も
キ
ツ
イ
。
。

寒
く
て
寝
る
こ
と
な
ど
不
可
能
だ
。

体
を
動
か
し
て
な
い
と
、
寒
く
て
し
ん
で
し
ま
う
。

と
、
そ
の
時
、
俺
の
歯
が
一
本
取
れ
た
・
・
・

栄
養
不
良
で
歯
が
抜
け
た
の
だ
ろ
う
。

ま
あ
、
い
い
さ
、
ど
う
せ
歯
を
使
う
ほ
ど
物
が
食
べ
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
の
だ

か
ら
・
・
・

？
？
？
？

よ
く
見
る
と
、
そ
の
歯
は
、
キ
ラ
リ
と
光
っ
て
い
た
！

そ
う
だ
っ
た
、
バ
ル
ブ
の
絶
頂
期
に
虫
歯
の
治
療
の
際
に
差
し
歯
を
金
歯
に
し

て
い
た
ん
だ
っ
た
。
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神
様
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
を
質
屋
に
も
っ
て
い
っ
て
換
金
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
「
１
０
０
円
に
な
り
ま
す
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

金
歯
は
１
０
万
で
手
に
入
れ
た
・
・
・
そ
れ
が
、
１
０
０
円

俺
は
、
急
に
空
し
く
な
っ
た
。
。

自
分
の
生
き
て
き
た
こ
と
が
、
全
部
否
定
さ
れ
た
気
が
し
た
。

金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金

金
金
金
金
金
金
金
金
金
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金
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金
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金
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金

金
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金
金

金
金
金
金
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金
金
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金
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金
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金
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金
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金

金
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金
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金
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金
金
金

金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
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金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金

金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金

金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
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金
金
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金
金

金
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金
金
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金
金
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金
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金
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金

金
金
金
金
金
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金
金
金
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金
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金
金
金
金
金
金

金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金

金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金

金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金

金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金

金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金
金

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

金
な
ん
て
、
ク
ソ
く
ら
え
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！

お
れ
は
、
愚
痴
を
言
い
な
が
ら
も
、
そ
の
１
０
０
円
を
受
け
取
っ
た
。

断
る
の
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

直
ぐ
に
で
も
、
こ
の
質
屋
か
ら
逃
げ
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
も
あ

る
。
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だ
が
、
こ
の
１
０
０
円
は
使
え
な
か
っ
た
。

自
分
の
汚
点
の
象
徴
で
も
あ
る
、
１
０
０
円
玉
・
・
・

使
う
の
は
、
完
全
に
自
分
が
負
け
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
た
。

夜
中
の
午
前
３
時
・
・
・

俺
は
、
仲
間
の
元
へ
戻
る
為
に
急
い
だ
。

？
？
？
？
？
？
？

？
？
？
？
？
？
？

耳
を
澄
ま
す
と
、
泣
き
声
の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
る
。
。

そ
の
音
は
、
公
園
の
土
管
か
ら
聞
こ
え
る
・
・
・

　
　
　
女
！
？

　
　
　
子
供
！
！
？
？

ど
う
し
て
、
こ
ん
な
所
に
・
・
・

女
は
、
高
校
生
く
ら
い
だ
ろ
う
か
、
家
出
を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
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酷
く
泣
い
て
い
る
。

嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
？

気
に
な
る
・
・
・

俺
は
少
女
と
目
が
合
っ
た
！
！

少
女
は
警
戒
し
て
い
る

そ
り
ゃ
そ
う
だ
。
。
見
知
ら
ぬ
ホ
ー
ム
レ
ス
が
、
こ
ん
な
夜
中
に
少
女
と
２
人

き
り
の
状
態
な
の
だ
。
。

怖
が
っ
て
当
然
で
あ
る
。

勘
違
い
さ
れ
て
、
悲
鳴
な
ど
を
上
げ
ら
れ
て
は
困
る
。
俺
は
、
そ
そ
く
さ
と
、

逃
げ
出
し
た
。
。

だ
け
ど
、
後
味
が
悪
い
。

俺
は
、
何
も
悪
い
事
を
し
て
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
逃
げ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
・
・

・寝
ら
れ
な
い
・
・
・

昼
の
暖
か
い
時
間
に
寝
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
少
女
の
こ
と
が
気
に
な
っ

て
寝
ら
れ
や
し
な
い
。
。

俺
は
、
何
気
に
、
少
女
の
居
た
土
管
へ
と
向
か
っ
た
。
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居
る
と
は
思
え
な
い
が
、
も
し
居
る
な
ら
、
事
情
を
聞
い
て
見
よ
う
と
思
っ
た
。

昼
間
な
ら
警
戒
心
も
和
ら
ぐ
だ
ろ
う
し
・
・
・

俺
は
、
と
に
か
く
警
戒
さ
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
を
し
た
。

仲
間
内
か
ら
ス
ー
ツ
を
一
つ
借
り
て
い
た
か
ら
、
見
た
目
で
は
大
丈
夫
だ
と
思

う
。

髭
も
髪
も
、
最
近
、
手
入
れ
を
し
た
ば
か
り
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
う
。

だ
が
、
勇
気
が
居
る
。
。
よ
も
や
、
痴
漢
と
間
違
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
為
に
も
、
逃
走
ル
ー
ト
は
確
保
し
逃
げ
る
手
順
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
お
い
た
。

午
後
１
：
０
０

少
女
は
、
土
管
の
中
に
居
た
・
・
・

寝
て
い
る
・
・
・

ど
う
し
よ
う
？
起
こ
す
か
？

い
や
、
だ
め
だ
。
・
・
・
い
き
な
り
起
こ
せ
ば
余
計
に
怖
が
ら
れ
る
！

そ
れ
に
、
昨
日
は
寒
い
か
ら
寝
て
な
い
は
ず
だ
。
。
少
し
く
ら
い
待
っ
て
や
る

か
。
。
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午
後
２
：
０
０

よ
う
や
く
、
少
女
が
お
目
覚
め
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

土
管
か
ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
見
計
ら
っ
て
、
少
し
づ
つ
近
寄
り
、
話
し
か
け
た
。

少
女
に
話
し
か
け
る
な
り
、
少
女
は
泣
き
出
し
て
し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
や
ば
い
、
逃
げ
よ
う
！
！

ふ
と
、
横
に
目
を
や
る
と
、
巡
回
中
の
パ
ト
カ
ー
ー
が
・
・
・

俺
は
、
仕
方
な
く
、
少
女
の
口
を
塞
い
で
、
土
管
に
押
し
込
め
た
。

ま
ず
い
ぞ
、
こ
の
状
況
を
少
女
に
ど
う
説
明
し
た
ら
い
い
の
か
判
ら
な
い
。

逃
亡
中
の
犯
人
と
で
も
思
わ
れ
た
か
？
だ
と
し
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い
？

そ
の
時
、

「
ぐ
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
ぎ
ゅ
る
ぎ
ゅ
る
」

？
？
？
？

少
女
の
腹
の
鳴
る
音
だ
っ
た
・
・
・

俺
は
、
噴
出
し
て
し
ま
っ
た
ｗ
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こ
の
緊
迫
し
た
状
況
下
で
腹
が
鳴
る
と
は
、
大
う
け
だ
！

こ
ん
な
に
大
笑
い
し
た
の
は
、
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
一

度
も
こ
ん
な
に
笑
っ
た
こ
と
は
な
い
。

俺
が
、
大
き
く
笑
っ
た
せ
い
な
の
か
、
な
ん
の
な
良
く
わ
か
ら
な
い
が
、

少
女
は
泣
き
止
ん
で
い
た
。

俺
は
、
事
情
を
聞
く
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
。

腹
が
痛
す
ぎ
る
・
・

俺
は
、
こ
こ
に
居
た
ら
笑
い
死
に
し
そ
う
で
、
逃
げ
出
し
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
へ

と
入
っ
た
。

俺
は
、
食
べ
た
い
も
の
を
見
て
気
分
を
紛
ら
わ
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
肉
ま
ん
税
込
み
１
０
０
円

ふ
と
、
目
に
止
ま
っ
た
・
・
・

俺
は
、
１
０
０
円
玉
・
・
・

人
生
の
汚
点
の
１
０
０
円
玉
を
握
り
し
め
て
い
た
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
こ
れ
で
、
肉
ま
ん
を
買
っ
て
少
女
に
上
げ
よ
う
！
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ど
う
し
て
、
そ
の
時
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
の
か
、
未
だ
に
良
く
わ
か
ら
な

い
。

も
し
か
す
る
と
、
良
い
事
を
す
れ
ば
、
俺
の
人
生
の
汚
点
の
何
か
が
変
わ
る
よ

う
な
気
が
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
・
・
・

少
女
は
、
肉
ま
ん
に
食
ら
い
つ
い
た
。

と
と
も
に
、
大
泣
き
し
て
い
た
・
・
・

う
れ
し
泣
き
？
悲
し
い
泣
き
？

い
ず
れ
に
せ
よ
、
肉
ま
ん
一
つ
で
、
そ
こ
ま
で
感
動
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
、
こ
っ
ち

が
嬉
し
く
な
る
。

少
女
は
、
肉
ま
ん
を
食
べ
終
え
た
後
に
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
ポ
ツ
ポ
ツ

と
、
自
分
の
こ
と
を
話
し
始
め
た
。
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

～
少
女
目
線
～

私
は
逃
げ
る
よ
う
に
家
出
を
し
た
。

だ
け
ど
、
ど
こ
に
も
行
く
あ
て
が
な
か
っ
た
。

頼
れ
る
人
は
お
ろ
か
・
・
・
友
達
も
い
な
い
。
。

で
も
、
と
に
か
く
家
か
ら
離
れ
た
い
。
逃
げ
た
い
・
・
・
・

気
が
付
く
と
、
私
は
公
園
の
土
管
の
中
に
逃
げ
込
ん
で
い
た
。
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ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

お
母
さ
ん
・
・
・
助
け
て
・
・
・

無
理
だ
よ
ね
。
お
母
さ
ん
は
、
死
ん
で
る

助
け
て
も
ら
え
る
は
ず
が
な
い
。

好
き
だ
っ
た
お
母
さ
ん
。

私
は
、
お
母
さ
ん
の
よ
う
に
、
立
派
な
お
母
さ
ん
に
成
り
た
か
っ
た
ん
だ
よ
。

だ
け
ど
、
私
に
は
無
理
だ
。

何
も
と
り
え
が
無
い
。
才
能
も
な
い
。

子
供
を
生
ん
で
育
て
る
資
格
な
ん
て
、
あ
る
は
ず
が
な
い
。

家
に
帰
ら
な
い
と
・
・
・

け
ど
、
帰
っ
た
ら
子
供
を
下
ろ
さ
れ
て
し
ま
う
。

嫌
だ
・
・
子
供
を
失
う
の
は
嫌
だ
。

か
と
い
っ
て
、
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
居
て
も
意
味
が
無
い
。

子
供
は
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
。

生
み
た
い
の
？
私
？
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わ
か
ら
な
い
。
怖
い
・
・
・

産
む
の
も
下
ろ
す
の
も
両
方
怖
い
・
・

私
は
決
断
で
き
な
い
・
・
・

・
・

・
・

・少
女
の
悩
み
は
、
妊
娠
だ
っ
た
。

少
女
の
悩
み
を
救
え
る
者
は
、
誰
も
居
な
か
っ
た
。

身
内
は
義
理
の
父
が
居
る
そ
う
だ
が
、
仲
が
悪
く
父
の
暴
力
に
耐
え
か
ね
て
、

家
を
飛
び
出
し
た
の
だ
そ
う
だ
。

お
腹
の
子
供
の
父
は
、
責
任
を
取
り
き
れ
ず
に
、
少
女
を
捨
て
た
。

１
４
歳
で
妊
娠
し
た
こ
と
で
、
友
人
か
ら
は
白
い
目
で
見
ら
れ
、
居
場
所
を
失

っ
た
。

少
女
が
決
断
を
拒
む
理
由
は
、
何
な
の
か
？

母
性
本
能
？

だ
が
、
そ
ん
な
曖
昧
な
理
由
で
は
納
得
で
き
な
い
。

自
分
を
捨
て
る
よ
う
な
男
の
子
供
が
欲
し
い
と
思
う
だ
ろ
う
か
。

自
分
な
ら
産
む
の
は
考
え
ら
れ
な
い
。

苦
労
す
る
の
は
目
に
見
え
て
る
。
。
子
供
を
下
ろ
し
た
ほ
う
が
身
の
た
め
だ
。
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だ
が
、
そ
れ
は
少
女
も
十
分
理
解
し
て
た
。

理
解
し
て
い
て
、
な
お
決
断
で
き
な
い
で
い
る
の
だ
。

俺
は
、
少
女
の
話
を
聞
い
て
、
い
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
た
。

さ
っ
き
ま
で
、
死
ぬ
ほ
ど
笑
っ
て
い
た
の
に
、
今
で
は
そ
れ
が
、
遥
か
昔
の
思

い
出
の
よ
う
だ
・
・
・

俺
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
？
何
を
す
べ
き
な
の
か
？

俺
に
は
、
何
も
で
き
な
か
っ
た
。

た
だ
、
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
中
で
、
少
女
に
少
し
の
食
料
を
分
け
与
え
る
こ
と

ぐ
ら
い
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

・・・私
は
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
だ
っ
た
。

誰
に
も
手
を
差
し
伸
べ
て
も
ら
え
な
い
自
分
が
、
、
唯
一
、
認
め
て
も
ら
え
る

場
所
が
出
来
た
の
だ
。

。以
前
の
私
は
、
社
会
の
底
辺
で
あ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
こ
と
を
軽
蔑
し
て
馬
鹿
に

し
て
い
た
。

何
も
し
な
い
で
、
グ
ー
タ
ラ
し
て
、
社
会
の
ゴ
ミ
く
ず
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。

だ
け
ど
、
私
は
。
。
そ
の
ホ
ー
ム
レ
ス
に
救
わ
れ
て
、
生
か
さ
れ
た
。
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私
は
・
・
・
・

　
　
　
　
子
供
を
こ
の
世
界
に
な
ら
、
産
み
落
と
し
て
良
い
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
私
の
居
場
所
は
こ
こ
に
あ
る
・
・
・
・

　
　
　
　
私
は
、
子
供
と
一
緒
に
生
き
た
い
！

　
　
　
　
決
断
し
た
か
ら
に
は
、
行
動
を
移
す
ん
だ
！
！

　
　
　
　
産
む
た
め
に
・
・
・
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
・
・
・
私
は
動
き
出
す
・
・

・
。
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（
後
書
き
）

後
書
き

ま
あ
、
仕
事
の
面
接
先
で
福
祉
の
事
を
知
ら
さ
れ
る
ん
だ
け
ど
、

転
落
ホ
ー
ム
レ
ス
の
よ
う
に
、
大
事
な
情
報
を
知
ら
な
い
と
、
、
苦
労
す
る
わ

な
・
・
・

ち
な
み
に
、
こ
の
物
語
少
女
を
モ
デ
ル
と
し
た
人
物
が
居
ま
す
。

以
前
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
で
１
５
歳
の
妊
娠
ホ
ー
ム
レ
ス
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
際
、
少
女
の
詳
し
い
境
遇
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
も
し
か
し
た
ら
、

こ
ん
な
感
じ
か
と
思
い
書
い
て
み
ま
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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